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ドーピング検査費用についてド ピング検査費用について

• 覚書兼仕様書の別添「ドーピング検査費用」の
料金表の表記

消費税増税に伴い、以下の通り表記変更させて消費税増税 伴 、以下 通り表記変更さ
いただきます。

–現：消費税込金額 → 新：消費税別金額

–現：尿・車両・血液料金表の3枚 → 新：1枚に統合

• 分析機関から至急分析の定義細分化および分析機関から至急分析の定義細分化および
それに伴う料金改定の要請

詳細は 至急分析依頼を予定されている競技団体に–詳細は、至急分析依頼を予定されている競技団体に
直接ご説明させていただきます。
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ドーピング検査費用について
• DCO謝金額等の変更

血液検体採取等業務の拡大に伴い以下の通り血液検体採取等業務の拡大に伴い以下の通り
DCO謝金を改定させていただきます。

ド 新– リードDCO 現：15,000円 → 新：16,500円
– DCO 現： 13,000円 → 新：14,000円
に変更させていただきます。

• 日当の廃止について• 日当の廃止について
–これまでご請求させていただいていた日当を
廃止させていただきます （1日あたり2 000円）廃止させていただきます。（1日あたり2,000円）

昨年度および今年度のこれまでの実績において検証した結果、
全体的には経費節減方向の料金改定となっております全体的には経費節減方向の料金改定となっております。
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ドーピング検査費用についてドーピング検査費用について

料金表改定に伴う覚書兼仕様書

添付書類の変更手続きについては、

来年度の打合せ時に来年度の打合せ時に、

担当コーディネーターから担当コ ディネ タ から

ご説明させていただきます。説明さ す。
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ドーピング検査における課題
～利害関係者関与～
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ドーピング検査における課題ド ピング検査における課題

利益相反/利害関係をIF等から
指摘されるケ スが発生している指摘されるケースが発生している

検査に関する国際基準では検査に関する国際基準では、
利害関係者の関与は利害関係者の関与は

禁止されている禁止されている
6



事例事例

•国際大会にてIFから NFの医事や•国際大会にてIFから、NFの医事や
アンチ・ドーピング責任者がDCOメン責
バーに入っていることを指摘された。

•検査現場で対応していたDCOが、
聴聞会には /競技者側の立場で聴聞会には、NF/競技者側の立場で
出席出席。
規律パネルから改善するよう指摘。規律 ネルから改善するよう指摘。
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より公正なドーピング検査運営
を目指してを目指して

現在
まずは

各DCOは、JADA専用システム現在
まずはNFから特定の

DCOの指定を
受ける

経由で自分の都合に合わせ、
対応できる検査に対応可能の

連絡を入れる
受ける

従来NFから指名されていたDCOも
他のDCO同様にJADAのシステム
経由で各自で連絡を入れる

最終的に同じメンバーになったとしても
NFによる特定の個人の指名がなくなる
とから 中立的な選考となるJADAにて最終的なメンバ 調整を行う

改善の段階等については NF毎にご相談させていただ

ことから、中立的な選考となるJADAにて最終的なメンバー調整を行う

改善の段階等については、NF毎にご相談させていただ
きますが、2016年度を一次目標とさせていただきます。



各NFのアンチ・ドーピング委員会委員/各NFのアンチ ド ピング委員会委員/
部会員でDCOをお持ちの先生方へ

ご協力 おご協力のお願い

他競技団体の検査（ICT/OOCT）および他競技団体の検査（ICT/OOCT）および
関係競技団体における教育活動に関係競技団体における教育活動に

ご協力ください。

※DCO講習会では、禁止表やTUE等については触れていません。
最新情報は 当会議にてご連絡させていただいております最新情報は、当会議にてご連絡させていただいております。



最終的な目標は、特定の

競技団体関係者（委員等含む）が競技団体関係者（委員等含む）が
当該競技のドーピング検査に当該競技のド ピング検査に

DCOとして関与しない状況です。DCOとして関与しない状況です。
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既に目標達成している競技団体
• 陸上
• 水泳

テニス

• トライアスロン

• ﾎﾞﾌﾞｽﾚｰ・ﾘｭｰｼﾞｭ・ｽｹﾙﾄﾝ
• テニス
• ホッケー
• ボクシング

• 野球

• スカッシュ
• 体操
• アイスホッケー
• セーリング

• ボディビル

• NPO法人全世界空手道連盟セ リング
• フェンシンクﾞ
• 剣道

ラグビ フットボ ル

新極真会

• 障害者スポーツ
• ラグビーフットボール
• 近代五種
• 山岳

• アメリカンフットボール

• ボールルームダンス

水 ポ• クレー射撃
• ボウリング
• ビリヤード

• 水中スポーツ

• テコンドー

ボ
ビリヤ ド

• フロアボール

• フライングディスク 11



競技者のためにも、
グ中立的なドーピング検査が

実施できるよう検査実施状況の実施できるよう検査実施状況の

改善にご理解の程改善にご理解の程

よろしくお願い致します。
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世界および日本における
血液検査実施状況について
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世界における血液検査の統計
～バイオロジカルパスポート～

WADA2012 Anti‐Doping Testing Figures Report参照
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世界における血液検査の統計
～オリンピックスポ ツ（ABP）～～オリンピックスポーツ（ABP）～

ICT：3,603
OCT:14,346OCT:14,346
Total:17,949 WADA2012 Anti‐Doping Testing Figures Report参照
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世界における血液検査の統計
～バイオロジカルパスポート～

国際競技連盟の実績（2012） 日本国内においても
これらの競技から
順次対象競技を順次対象競技を

拡大していきます。

WADA2012 Anti‐Doping Testing Figures Report参照
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世界における血液検査の統計
～バイオロジカルパスポート～

国際競技連盟の実績（2012）

主にOOCTで実施する

プログラムではありますがプログラムではありますが、
競技によってはICTへの
導入も考えられます。

WADA2012 Anti‐Doping Testing Figures Report参照17



世界における血液検査の統計
～その他の血液検査～

バイオロジカルバイオロジカル

パスポート以外にも
血液検査は

導入され始めています導入され始めています。

WADA2012 Anti‐Doping Testing Figures Report参照
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日本の検査統計
～2012年1月1日～12月31日～

尿 血液尿 血液

ICT OCT ICT OCT 合計

検体 検体 検体 検体 検体検体
数

ATF AAF 検体
数

ATF AAF 検体
数

AAF 検体
数

ATF 検体
数

%
ATF

%
AAF

3131 1 5 1813 － 1 － － 12 － 4956 0% 0.1%
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日本における血液検査
年 月 月実績（ ）～2013年4月～10月実績（OOCT）～

競技 検体数競技 検体数

陸上 6

水泳 8

トライアスロン 4トライアスロン 4

スケート 8ケ ト

スキー 6

自転車 8

合計 40合計 40
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日本における血液検査

• 世界（国際競技連盟）の動向およびWADAから

の情報を参考にしつつ、血液検査対象競技を
拡大していきたいと考えています拡大していきたいと考えています

• RTPAに限らず、チームスポーツを含むナショナ

ム ベ 等 お も 血液検査対象ルチームレベル等においても、血液検査対象
競技として徐々に拡大していきます

• 血液検査に関する手順等教材は、JADA Web 
Page（アスリ ト用）に掲載されていますPage（アスリート用）に掲載されています。
http://www.realchampion.jp/
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競技者への血液検査に関する競技者 の血液検査に関する
ご指導の程、

ご協 く 致 すご協力よろしくお願い致します。
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